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1．企画の趣旨

　本セミナー「水環境ビジネスガイダンス～水環境の仕
事に興味のある学生の皆さんへ～」は，平成 19 年度の第
42 回年会より開始され，今回で 16 回目を迎えた。学生
の皆様が水環境関連の仕事に興味を持つきっかけとなる
よう，同分野に関連する民間企業や自治体の業務内容，
職場での日々の働き方等の紹介を通じて，業界の魅力や
業種の多様さ等を知っていただくことを企画の趣旨とし
ている。

2．セミナーの実施内容

　セミナーは，年会 2 日目（3 月 16 日）の昼休みの時間
（12：20～13：20）に開催した。4 名の講演者から各 10
分程度でそれぞれの業務内容や仕事の魅力，やりがいな
どについて発表していただき，その後，質疑応答を行っ
た。4 年ぶりの現地開催であったが，関係者の皆様のご
尽力もあり，90 名を超える参加者が集まる盛況ぶりであ
った。

写真 1　セミナー会場の様子

3．講演者およびその講演概要について

（1）前澤工業株式会社　� 石川　岳学 氏
　石川氏は，環境事業部	環境R&D推進室	技術開発セン
ターに所属され，下水処理に関する基礎，実用化研究に
従事されている。発表では，水環境に関連する事業には，
事業管理，調査・計画，設計・施工，維持管理といった
仕事がある中で，実際の現場でモノづくりを推進するプ
ラントエンジニアリングメーカーの役割を分かりやすく
説明された。また，ご自身の担当されている研究テーマ
の正浸透膜（FO）法による下水処理の仕組みや特徴，省
エネルギー型 MBR の実証実験設備について紹介いただ
いた。社会人となって，会社の代表者としての責任の重
さ，仕事を進めていくうえでの学びの大切さを強く感じ，
時間の使い方，とくに休みをいかに有効に使うか考える
ようになったとのことであった。その一方で，学生時代
に学んできた実験の進め方や水処理の知識は仕事にも活
かされており，試行錯誤した実験方法からよい結果が生
まれ，課題解決に至るような成果が得られたときや仕事
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の幅が広がり成長が感じられたときにやりがいを感じて
いると述べられた。参加学生に伝えたいこととして，様々
なことに興味を持ち，色々な経験を積むこと，これだけ
は人に負けないというものを持つことを挙げられ，発表
を締め括られた。
（2）株式会社東芝� 早見　徳介 氏

　　　（東芝インフラシステムズ株式会社）
　早見氏は，水処理技術やセンサなどの研究開発，産業
排水処理の新規事業立上げに関わるセールスエンジニア
などを経て，現在，技術企画部にてインターンシップ，
採用，展示会企画といった業務に従事されている。発表
では，多様な事業領域を有する中で，社会インフラ事業
の一つである水環境ソリューション事業においてはプラ
ントを運転するために必要な監視制御システムを納入し，
設備の維持管理を含む循環型ライフサイクルビジネスを
展開していると説明された。研究開発から開発設計，フ
ィールドエンジニア，セールスエンジニアといった様々
な部門が関わっており，様々な職種・専門性を持つ人々
の協力により商品開発が行われるとのことであった。学
生時代は生命理工学を専攻されていたが，学生時代の専
門を直接的に活かせたのは研究開発部門にいた入社後 3
年間までであり，その後は新たに勉強しながら，プロセ
ス全体を知るためにセールスエンジニアに，異なる事業
分野を知るために技術企画に，率先して社内転職してき
たご自身の経験も踏まえ，社会人生活は長く，働きなが
ら成長することが重要と述べられた。趣味も含め，すべ
ての経験が仕事で活きる可能性があり，いろいろやって
みるのが大事，とのメッセージで発表を締め括られた。
（3）いであ株式会社� 橋本　扶美 氏

　橋本氏は，環境創造研究所	エコチル調査プロジェクト
部に所属しており，生体試料中の化学物質分析業務に従
事されている。発表では，社会基盤整備と環境保全の総
合コンサルタントとして行っている，社会インフラの調
査，計画，設計，維持管理などの業務において行政の事
業執行を支援する建設コンサルタント業務，環境問題を
対象に企画，調査・分析，予測・評価，対策などの業務
において顧客の事業活動を支援する環境コンサルタント
業務について，紹介された。学生時代に取り組まれた殺
虫剤の環境変化体の生態リスク評価研究が現在の実験や
分析にも活かされている一方で，学生時代とのギャップ
として，納期が定められている中でお客様の要望に応え
ること，ミスを防ぎながら多検体の分析を行うことが挙
げられ，個人差やミスが生じにくい前処理・測定方法の
開発に取り組んでいると述べられた。また，業務のやり
がいとして，専門性を活かして様々な課題に挑戦できる
こと，楽しさとして，困難な課題を仲間と共有して解決
することを挙げられ，目の前の課題に丁寧に取り組むこ
と，先を見据えて行動することが社会人として活躍する
ための第一歩，とのメッセージで発表を締め括られた。
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（4）東レ株式会社　� 下田　真也 氏
　下田氏は水処理技術部に所属され，RO 膜などの水処
理製品の特性調査，顧客への技術サービスに従事されて
いる。発表では，繊維，化成品など様々な製品を扱う中
で，水処理事業では，「発展」と「持続可能性」の両立を
巡る地球規模の課題に対し，安全な水を届けるためのソ
リューションを提供しており，あらゆる水資源に対応す
るための膜を中心とした環境ソリューションの具体例を
紹介された。学生時代の専攻と現在の業務の関係につい
て，学生時代に専攻していた化学工学が，膜分離におけ
るマテリアルバランス計算や膜表面の濃度勾配計算など
に役立っているとのことであった。業務に対する所感と
して，学生時代の想像に比べ，デスクワークばかりでな
く，手を動かすことが大事で，今までに分かっていない
ことを追求するため，むしろ実験が不可欠とのことであ
った。また，技術職であっても技術だけ考えればよいの
ではなく，営業のこと，顧客現場での使われ方なども気
に掛けることが必要と述べられた。自分が実施した対策
について生産現場から感謝されたときや，未知の現象，
特性について仮説を立て，立証できたときなどにやりが
い，楽しさを感じていると話された。

写真 2　質疑応答の様子

4．アンケート集計結果

　セミナーに参加した学生の満足度と意見を把握し，今
後の企画をより一層学生にとって有意義なものとするた
めに，アンケート調査を実施した。全参加者 93 名から回
答を得ることができた。結果は以下の通りであった。
・・参加学生の内訳は，学部生	55％，大学院前期課程	34

％，大学院後期課程	7％，高専学生	3％，その他	1％
であった。

・・参加の動機は，「水環境関連の仕事に興味があり，就職
活動の参考にしたいから」が 57％，「就職とは無関係
に，水環境関係の仕事への理解や知識を深めたいから」
が 27％，「昼休みを有効に使いたかったから」が 13％，
その他が 3％であった。

・・目指す業種については，水環境関係のプラントエンジ
ニアリングが 39％，水環境関係のコンサルタントが 30
％，水環境関係の装置・分析機器製造業が17％と続き，
以下，大学・公的研究機関の研究員	12％，化学工業

（医薬品 / 化粧品含む）・石油・石炭・プラスチック製

品製造業	6％，公務員	4％，水環境関係の土木建設業	
4％，その他	15％となった（複数回答含む）。

・・興味がある部門については，技術・設計部門が 52％，
研究開発部門が 49％，以下，営業部門，建設・工事部
門，総務企画部門，とくに考えていないがそれぞれ 9
％となった（複数回答含む）。

・・「本セミナーが参考になったか？」という質問に対して
は，89％が「参考になった」，7％が「期待したほどで
はなかった」という回答であり，「参考にならなかっ
た」との回答はなかった（未回答	4％）。

・・参考になった点として，「学生時代と社会人の違い，ギ
ャップ」を挙げた方が 22 名と最も多く，次いで，「水
環境関連の様々な業種の内容，仕事の流れ」（20 名），

「学生時代の経験が仕事でも役に立つこと」（11 名）と
いった回答が多かった。

・・もの足りないと感じた点に関しては，「時間が短かっ
た」，「事業内容や勤務内容をより詳細に聞きたかった」
といった意見があり，次回以降の開催に反映したい。

・・次回のビジネスガイダンスで登壇者から聞きたい内容
としては，「今回同様，水環境に係る一般的な仕事の内
容・仕事の楽しさ等」が 67％，「日本水環境学会会員
団体（企業や公共機関）の特徴的技術や商品の情報」
が 17％，「日本水環境学会会員団体（企業や公共機関）
の採用情報」が 14％，「その他」が 2％であった。

・・ビジネスガイダンス以外で日本水環境学会から提供し
てほしい情報としては，「水環境に係る一般的な仕事の
内容・楽しさ等」が 37％，「日本水環境学会会員団体

（企業や公共機関）の特徴的技術や商品の情報，およ
び，日本水環境学会会員団体（企業や公共機関）の採
用情報」が 47％，「とくになし」が 16％であった。

・・上記情報の提供を受けたい機会，媒体については，「年
会もしくはシンポジウムの昼食時（ビジネスガイダン
スとは別日）」が 56％，「日本水環境学会 HP」が 26％，

「水環境学会誌特集記事」が 15％，「その他」が 3％で
あった。

・・自由回答として，参考になったこと，不満であったこ
と，意見や要望等について記入していただいた。これ
らの対応や改善案については，今後，産官学協力委員
会で検討していきたい。

5．総括

　多くの学生に参加いただいたことやアンケートの回答
内容から，本企画が年会における一行事として定着して
おり，学生にとって有益な場として好意的に受け止めら
れていると感じられた。
　次年度以降も，より多くの学生にとって有意義な時間
となるよう，本企画を充実させていければと考える。
　最後に，年度末の多忙な時期にもかかわらず発表して
くださった講演者の皆様，本企画にご賛同いただいた所
属企業の皆様に，この場を借りて厚く感謝を申しあげたい。


